
情報システム課

企画・セキュリティ担当

2269

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B25
業務システム等再構築推進事業費 総務費 企画費 企画調整費 情報政策推進費

なし 宣言項目   

分野施策 061351 ＩＣＴを活用した県民の利便性の向上

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 40,141 40,141 40,141

前年額 0 0

令和 2年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

事 業
期 間

令和 2年度～ 根 拠
法 令令和 3年度

　業務システムは開発から15年が経過し、システムが
旧式化しており、見直しが必要となっている。
　一方、ＡＩ、ＩｏＴ技術を始め、技術の進展により適
用できる分野、業務範囲が拡大している。
　また、徹底したペーパーレス化の取組などを通じて、
より利便性が高く効率的なシステム構築・運用が求めら
れる。
　こうしたことを踏まえ、現行システムの機器リース期
間が終了する5年後を見据えて、システム再構築を検討
する。

（１）基本計画策定事業　　　　40,141千円

（１）事業内容
　　ア　基本計画策定事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40,141千円

（２）事業計画
　　ア　令和2年度：次期業務システムの基本計画策定
　　　　　　　　　・各種調査の実施、システムベンダーからの聴取
　　　　　　　　　・システム化対象業務範囲の検討
　　　　　　　　　・システム概要、システム化方式の決定
　　　　　　　　　・ＡＩ等先進技術の導入手法の作成
　　　　　　　　　・開発方針の決定
　　　　　　　　　・費用対効果の想定
　　　　　　　　　・開発スケジュールの作成
　　　　　　　　　・現行データの移行に係る条件の整理
　　　　　　　　　・運用・保守段階での条件整理、運用計画の策定
　　　　　　　　　・連携システムにおける連携方法の検討
　　イ　令和3年度：次期業務システムの要件定義
　　　　　　　　　・基本計画に基づく各システムの要件定義
　　　　　　　　　・業務プロセスの見直し
　　　　　　　　　・適用するＡＩ等先端技術の選定

（３）事業効果
　　ア　ＡＩ等新技術などを取り入れた再構築の検討を行うことで、ペーパーレス化をはじめとする業務効率化が
　　　　図られる。

（県10/10）

9,500千円×1人＝9,500千円

前年との
対比

― 企画財政部 B25 ―
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